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は
じ
め
に
⒡
⒢
「
闘
争
」
の
政
治
学

　
二
一
世
紀
の
世
界
は
「
闘
争
」
に
満
ち
て
い
る
。
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
世
界
貿
易
セ

ン
タ
ー
の
白
煙
は
、
新
時
代
到
来
を
告
げ
る
狼
煙
と
な
っ
た
。
S
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
ト
ン
「
文
明
の
衝
突
」
論
が

再
び
話
題
と
な
り
、
ト
ル
コ
や
南
欧
諸
国
に
押
し
寄
せ
た
難
民
の
奔
流
は
、
欧
州
に
変
容
を
促
し
た
。
経
済
統

合
か
ら
政
治
統
合
へ
と
進
み
、「
大
統
領
」
職
設
置
や
「
憲
法
条
約
」
審
議
ま
で
試
み
て
い
た
欧
州
連
合（

E
U）

だ
っ
た
が
、
指
導
国
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
い
ち
早
く
難
民
申
請
受
付
を
表
明
す
る
と
、
難
民
流
入
に
直
面

す
る
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
と
の
間
に
亀
裂
が
走
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
国
民
投
票
で
E
U

離
脱
を
決
め
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
紛
争
が
再
燃
し
つ
つ
あ
る
。
ギ
リ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ

ン
ド
は
、「
過
去
の
克
服
」
の
模
範
国
だ
っ
た
は
ず
の
ド
イ
ツ
に
、
新
た
に
戦
時
賠
償
を
求
め
始
め
た
。
ド
イ

ツ
国
内
で
も
、
財
政
の
傾
い
た
南
欧
諸
国
の
ド
イ
ツ
依
存
や
、
移
民
・
難
民
の
際
限
な
い
流
入
を
批
判
し
、
ド

イ
ツ
国
家
の
主
体
性
を
求
め
る
新
興
政
党
「
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
」
が
、
五
パ
ー
セ
ン
ト
条
項
の
障
壁
を

越
え
て
各
州
議
会
、
次
い
で
連
邦
議
会
に
進
出
し
た
。
メ
ル
ケ
ル
連
邦
宰
相
は
二
〇
二
一
年
の
退
陣
を
予
告
し
、

そ
の
後
の
ド
イ
ツ
お
よ
び
欧
州
の
指
導
体
制
は
見
え
て
い
な
い
。
ロ
シ
ア
連
邦
は
、
冷
戦
終
焉
後
に
続
い
た
西

はじめに
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欧
勢
力
の
東
漸
に
憤
慨
し
、
ク
リ
ミ
ア
併
合
で
反
転
攻
勢
に
出
た
。
冷
戦
後
世
界
の
単
独
覇
権
国
だ
っ
た
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
は
、
対
イ
ス
ラ
ム
戦
争
や
中
華
人
民
共
和
国
の
台
頭
で
余
裕
を
失
い
、
あ
る
い
は
B
・
オ
バ
マ
政

権
の
成
立
や
H
・
ロ
ダ
ム
・
ク
リ
ン
ト
ン
の
立
候
補
と
い
っ
た
「
リ
ベ
ラ
ル
」
台
頭
へ
の
反
動
か
ら
、「
ア
メ

リ
カ
第
一
」
を
呼
号
す
る
D
・
ト
ラ
ン
プ
を
大
統
領
に
選
出
し
、
孤
立
主
義
に
回
帰
し
始
め
た
。
東
ア
ジ
ア
で

は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
周
辺
諸
国
に
脅
威
を
与
え
、
朝
鮮
半
島
情
勢
も
流
動
化
し
て
い
る
。
対
米
敗
戦
後
、

日
米
同
盟
に
安
住
し
て
き
た
日
本
も
、
ア
メ
リ
カ
退
潮
の
な
か
で
、
将
来
構
想
の
練
り
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
初
頭
、
武
漢
に
端
を
発
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
・
ヴ
ィ
ー
ル
ス
は
、
瞬
く
間
に
世
界
を
席
捲

し
た
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
を
謳
歌
す
る
雰
囲
気
は
消
え
、
各
国
は
国
境
を
閉
鎖
し
、「
例
外
状
態
」
の
様
相
を

呈
し
て
き
た
。

　
こ
の
新
し
い
「
闘
争
」
の
最
中
に
、
奇
し
く
も
法
学
者
・
経
済
学
者
・
社
会
学
者
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー

（

一
八
六
四
⊆
一
九
二
〇
年）

が
歿
後
百
周
年
を
迎
え
た
。
E
・
ト
レ
ル
チ
ュ
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

学
問
業
績
は
い
か
に
深
遠
に
見
え
て
も
外
皮
で
あ
り
、
そ
の
内
側
に
は
政
治
の
人
ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
い
た
。
そ
の

彼
の
鍵
概
念
こ
そ
「
闘
争
」

（
K

am
pf）

で
あ
る
。「
闘
争
」
と
は
同
輩
の
抵
抗
を
排
し
て
自
分
の
意
志
を
貫
徹
す

る
行
為
で
あ
り
、
物
理
的
暴
力
を
用
い
な
い
場
合
は
「
競
争
」
と
呼
ば
れ
る（

I23:192ff

●

）

。
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
と

っ
て
「
闘
争
」
と
は
、「
主
体
性
」
を
錬
磨
す
る
の
に
必
要
な
道
場
だ
っ
た
。
主
体
性
と
は
、
自
立
性
で
も
あ

り
攻
撃
性
で
も
あ
る
。「
近
代
」

（

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
世
界
大
戦
ま
で）

は
、
際
限
の
な
い
「
闘
争
」、
つ
ま
り
階
級

ii
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対
立
・
民
族
対
立
・
列
強
角
逐
の
時
代
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
そ
の
渦
中
で
人
々
の
闘
志
を
煽
っ
た
。
こ
の

ヴ
ェ
ー
バ
ー
こ
そ
、
国
民
社
会
主
義（

N
ationalsozialism

us

、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
チ
ズ
ム
」）

で
最
高
潮
を
迎
え
る
ド
イ

ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
史
の
一
里
塚
で
あ
り
、
二
一
世
紀
の
「
闘
争
」
状
況
と
も
通
じ
る
人
物
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
こ
の
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
「
人
格
形
成
物
語
」

（
B

ildungsrom
an）

を
描
く
試
み
で
あ
る
。
そ

の
狙
い
は
、
個
別
作
品
の
鑑
賞
で
は
な
く
、
そ
れ
を
生
み
出
し
た
文
脈
、
つ
ま
り
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
生
涯
お
よ
び

そ
れ
を
取
り
巻
く
歴
史
的
文
脈
の
解
明
に
あ
る
。
こ
う
し
た
手
法
的
転
換
を
、
本
書
で
は
「
伝
記
論
的
転
回
」

（
biographische

W
ende/biographicalturn）

と
呼
ん
で
い
る
。
本
書
は
伝
記
研
究
で
あ
る
た
め
、
人
名
や
科
目
名

な
ど
を
詳
し
く
記
載
す
る
方
針
を
採
っ
て
い
る
。
な
お
ド
イ
ツ
史
研
究
と
し
て
、
ド
イ
ツ
語
地
名
は
基
本
的
に

ド
イ
ツ
語
発
音
で
記
載
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
本
書
は
ド
イ
ツ
の
『
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
全
集
』

（
M

W
G

:M
ax

W
eber

㉕Gesam
tausgabe）

に
依
拠
し
て
い

る
。
こ
の
『
全
集
』
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
著
作
を
収
集
し
、
校
閲
し
た
だ
け
で
な
く
、
書
簡
、
講
義
録
、
学
生

の
論
文
評
価
、
大
学
へ
の
献
策
、
訴
訟
の
資
料
な
ど
に
至
る
ま
で
、
そ
の
知
的
軌
跡
の
網
羅
的
収
録
を
目
指
し

た
も
の
で
、
近
年
ほ
ぼ
完
結
し
た
。
こ
の
『
全
集
』
に
典
拠
が
あ
る
場
合
は
、
頁
数
を
略
記
し
た（

「I1:20f.

」

「II5:202ff.

」
と
は
、「M

W
G

I/1

の
二
〇
・
二
一
頁
」「M

W
G

II/5

の
二
〇
二
頁
以
下
」
の
意
味）

。
な
お
I
は
著
作
篇
、

II
は
書
簡
篇
、
III
は
講
義
篇
で
あ
る
。
引
用
部
の
強
調
は
原
文
の
も
の
で
、
ま
た
引
用
中
の
表
現
は
、
史
料
と

し
て
の
性
格
か
ら
著
者
の
意
図
を
尊
重
し
て
訳
し
た
。

はじめに
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1
　
絶
頂
の
西
洋
・
勃
興
す
る
ド
イ
ツ
で
の
誕
生

誕
生

「
昨
日
夕
刻
、
我
が
愛
す
る
妻
ヘ
レ
ー
ネ（

旧
姓
フ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン）

は
、
無
事
に
力
強
い
男
子
を
出

産
し
た
。
エ
ル
フ
ル
ト
一
八
六
四
年
四
月
二
二
日
都
市
参
事
会
員
・
博
士
マ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ェ
ー
バ

ー
」

　
M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー（
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
カ
ー
ル
・
エ
ミ
ー
ル
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー）

の
「
力
強
い
」
誕
生
を
告
げ
る
こ
の

『
国
民
新
聞
』
の
広
告
は
、
彼
の
闘
い
の
人
生
を
予
感
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。

　
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
自
由
主
義
政
治
家
の
父
マ
ッ
ク
ス
、
敬
朎
な
カ
ル
ヴ
ィ
ニ
ス
ト
の
母
ヘ
レ
ー
ネ
の
間
に
第
一

子
と
し
て
生
ま
れ
、
絶
頂
の
西
洋
・
勃
興
す
る
ド
イ
ツ
の
只
中
を
生
き
た
。
大
学
に
入
っ
た
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、

兵
役
で
プ
ロ
イ
セ
ン
軍
に
出
仕
し
、
博
士
号
を
取
っ
て
法
曹
と
な
り
、
や
が
て
大
学
教
授
を
目
指
す
。
本
章
で

は
、
就
職
ま
で
の
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
軌
跡
を
見
て
い
く
。

西
洋
に
よ
る

世
界
統
一

一
九
世
紀
半
ば
、
西
洋
の
勢
力
は
絶
頂
に
達
し
て
い
た
。
西
洋
は
、
産
業
革
命
で
巨
大
な
経
済

力
・
軍
事
力
を
手
に
し
、
世
界
の
他
文
明
を
圧
倒
し
た
。
ま
た
西
欧（

英
米
仏）

は
、
市
民
革
命

で
自
由
、
平
等
、
人
権
、
民
主
主
義
と
い
っ
た
理
念
を
掲
げ
、
こ
れ
を
「
普
遍
的
価
値
」
と
し

て
世
界
に
広
め
る
「
道
徳
的
征
服
」
を
始
め
た
。
物
質
的
に
も
理
念
的
に
も
勢
い
を
増
し
た
西
洋
は
、
ア
フ
リ

2
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カ
や
中
近
東
に
進
出
し
、
東
ア
ジ
ア
に
も
及
ん
だ
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ
ア
の
利

権
を
競
い
、
オ
ラ
ン
ダ
を
追
っ
て
鎖
国
下
の
長
崎
港
に
乱
入
し
、
セ
ポ
イ
の
蹶
起
を
契
機
と
す
る
イ
ン
ド
大
反

乱
を
圧
伏
し
、
阿
片
戦
争
で
清
国
か
ら
香
港
な
ど
を
奪
取
し
た
。
ロ
シ
ア
は
千
島
列
島
を
襲
撃
し
、
ア
メ
リ
カ

は
艦
砲
を
轟
か
せ
て
日
本
に
開
国
を
強
要
し
た
。
世
界
は
西
洋（

西
欧）

を
中
心
と
し
て
一
体
化
し
、
政
治
・
経

済
か
ら
学
問
・
芸
術
・
食
事
・
衣
服
・
髪
型
ま
で
西
洋（

西
欧）

流
が
世
界
標
準
と
な
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
の

時
代
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
西
洋
は
一
体
で
は
な
か
っ
た
。「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
帝
国
」
フ

ラ
ン
ス
は
、
軍
人
皇
帝
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
も
と
欧
州
大
陸
を
席
捲
し
、

イ
ギ
リ
ス
や
ロ
シ
ア
ま
で
屈
服
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
敗
北

後
に
成
立
し
た
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
の
ヴ
ィ
ー
ン
体
制
は
、
大
国
間
勢
力
柊

衡
に
よ
る
平
和
維
持
を
図
っ
た
が
、
の
ち
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
の
侵
略

主
義
が
現
れ
て
動
揺
を
き
た
し
た
。
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
膨
張
主
義

に
、
い
つ
も
待
っ
た
を
か
け
た
の
が
イ
ギ
リ
ス
で
あ
る
。
世
界
大
国
イ

ギ
リ
ス
は
、
す
で
に
海
上
競
争
で
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
オ
ラ
ン

ダ
を
降
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯
国
と
同
君
連

合（

同
一
君
主
を
頂
く
国
家
連
合）

で
、
ド
イ
ツ
の
有
力
領
邦
エ
ス
テ
ル
ラ

図 1　マックスおよびアルフレート・ヴ
ェーバー兄弟の「生家」（エルフルト）
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イ
ヒ（

英
語
で
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア）

、
プ
ロ
イ
セ
ン（

英
語
で
は
プ
ロ
シ
ア）

と
交
互
に
同
盟
を
結
ん
で
対
仏
戦
争
を
展
開

し
た
。

ド
イ
ツ
の

主
体
性
確
立

周
辺
諸
国
の
蹂
躙
を
受
け
続
け
た
ド
イ
ツ
は
、
一
九
世
紀
に
団
結
お
よ
び
台
頭
の
時
期
を
迎
え

る
。
中
世
ド
イ
ツ
は
古
代
ロ
ー
マ
帝
国
を
継
承
し
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
中
核
地
域
で
あ
り
、

ド
イ
ツ
王
は
欧
州
の
政
治
的
最
高
権
威
た
る
ロ
ー
マ
皇
帝
を
兼
ね
た
。
と
こ
ろ
が
近
世
に
な
る

と
、
帝
国
は
宗
教
改
革
で
分
裂
し
、
フ
ラ
ン
ス
・
ト
ル
コ（

オ
ス
マ
ン
帝
国）

の
挟
撃
に
遭
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
、
の
ち
に
は
さ
ら
に
ロ
シ
ア
が
帝
国
国
制
の
「
保
証
国
」
と
な
り
、
帝
国
政
治
に
介
入
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
の
侵
略
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
最
高
潮
に
達
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
ド
イ
ツ
の
中
小
領
邦
に
ラ
イ
ン
同
盟
結

成
を
強
要
し
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
崩
壊
せ
し
め
た
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
に
よ
る
ド
イ
ツ
支
配
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

よ
う
な
外
的
脅
威
に
対
抗
す
る
ド
イ
ツ
国
民
国
家
を
、
フ
ラ
ン
ス
を
参
考
に
構
築
し
よ
う
と
い
う
対
抗
運
動
を

生
む
こ
と
に
な
る
。
一
八
六
六
年
に
ド
イ
ツ
戦
争（

普
墺
戦
争）

が
勃
発
す
る
と
、
新
興
国
プ
ロ
イ
セ
ン
が
ド
イ

ツ
連
邦
を
破
壊
し
て
議
長
国
エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
を
降
し
、
ド
イ
ツ
国
家
統
一
の
主
導
権
を
奪
取
し
た
。
一
八
七

〇
年
に
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
の
こ
じ
れ
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
宣
戦
布
告
す
る
と
、
多
く
の

ド
イ
ツ
諸
国
は
プ
ロ
イ
セ
ン
と
連
帯
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
決
戦
を
挑
み
、
エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
も
そ
れ
を
容
認
し
た
。

ド
イ
ツ
皇
帝
が
一
八
七
一
年
一
月
一
八
日
に
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
で
即
位
宣
言
を
し
た
の
は
、
数
百
年
続
い
た

フ
ラ
ン
ス
の
侵
略
に
対
す
る
ド
イ
ツ
諸
国
の
意
趣
返
し
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
は
こ
れ
で
永
遠
に
欧
州
で
の
覇
権

4
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を
失
っ
た
が
、
国
内
で
新
興
国
ド
イ
ツ
へ
の
復
讐
心
を
募
ら
せ
、
や
が
て
中
世
以
来
の
宿
敵
だ
っ
た
イ
ギ
リ
ス

と
接
近
す
る
に
至
る
。

　
ド
イ
ツ
帝
国
や
エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
な
ど
を
含
め
た
ド
イ
ツ
語
圏
の
発
展
は
著
し
か
っ
た
。
経
済
で
は
ド
イ
ツ

帝
国
は
イ
ギ
リ
ス
を
凌
駕
し
、
ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
工
業
大
国
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
ド
イ
ツ

帝
国
も
植
民
地
を
獲
得
し
、
ピ
ジ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
語
の
言
語
的
変
容
も
始
ま
っ
た
。

学
術
部
門
で
は
ド
イ
ツ
語
圏
の
研
究
者
が
先
駆
的
成
果
を
次
々
に
生
み
出
し
、
ド
イ
ツ
語
が
国
際
学
問
語
と
し

て
普
及
し
始
め
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
大
学
が
欧
州
内
の
み
な
ら
ず
英
米
圏
や
ア
ジ
ア
か
ら
留
学
生
を
集
め
た
。
ド

イ
ツ
語
圏
の
学
界
で
は
、
医
学
、
法
学
、
神
学
、
哲
学
、
歴
史
学
な
ど
が
全
盛
期
を
迎
え
な
が
ら
、
近
代
の
社

会
変
化
へ
の
興
味
か
ら
、
経
済
学
、
社
会
学
、
心
理
学
、
人
類
学
と
い
っ
た
新
し
い
学
問
も
台
頭
し
た
。
初
代

帝
国
宰
相
と
し
て
ド
イ
ツ
帝
国
の
か
じ
取
り
を
担
っ
た
ビ
ス
マ
ル
ク
は
、
超
保
守
派
の
出
身
で
は
あ
っ
た
が
、

プ
ロ
イ
セ
ン
首
相
と
な
っ
て
間
も
な
く
社
会
主
義
運
動
の
闘
士
F
・
ラ
サ
ー
ル
と
連
絡
を
取
り
、
の
ち
に
は
国

民
自
由
党
を
味
方
に
つ
け
、「
統
一
と
自
由
」
を
求
め
る
各
種
進
歩
派
勢
力
と
連
携
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
議
会
す

ら
普
通
選
挙
を
採
用
し
て
い
な
い
一
九
世
紀
後
半
、
い
ち
早
く
普
通
選
挙
法
を
導
入
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
議
会
で

は
、
増
大
す
る
工
業
労
働
者
を
支
持
基
盤
と
し
た
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
が
第
一
党
と
な
り
、
分
邦
議
会
な
ど
に

も
進
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
皇
帝
の
一
存
で
任
命
さ
れ
る
帝
国
宰
相
に
も
、
予
算
・
法
律
を
決
め
る
帝
国
議
会
を

無
視
し
た
行
政
は
不
可
能
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
一
九
世
紀
末
の
ド
イ
ツ
は
、
当
時
の
世
界
を
見
渡
す
な
ら
ば
、

第 1章　主体的人間への成長
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い
か
な
る
意
味
で
も
先
進
国
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
後
進
国
で
は
全
く
な
く
、
欧
州
の
周
縁
で
も
な
か
っ
た
。

ヴ
ェ
ー
バ
ー
の

立
ち
位
置

絶
頂
の
西
洋
・
勃
興
す
る
ド
イ
ツ
は
ヴ
ェ
ー
バ
ー
の
知
的
営
為
の
前
提
と
な
っ
た
。
前
者
は

彼
の
宗
教
社
会
学
の
、
後
者
は
政
治
評
論
の
出
発
点
で
あ
る
。
少
年
ヴ
ェ
ー
バ
ー
に
は
、
家

庭
で
歴
史
を
描
く
趣
味
が
あ
り
、「
イ
ン
ド
㉗
ゲ
ル
マ
ン
諸
国
民
に
お
け
る
民
族
の
性
格
・

民
族
の
発
展
・
民
族
の
歴
史
に
つ
い
て
の
考
察
」

（

一
八
七
九
年）

で
は
、
F
・
v
・
シ
ラ
ー
の
概
念
を
用
い
つ
つ

世
界
諸
民
族
の
精
神
を
比
較
し
て
い
る
。
そ
の
末
尾
で
は
、
自
由
を
愛
す
る
「
イ
ン
ド
㉗
ゲ
ル
マ
ン
人
」
が
称

揚
さ
れ
、「
セ
ム
精
神
」
を
象
徴
す
る
専
制
で
も
な
く
、
ま
た
共
和
制
で
も
な
い
「
立
憲
君
主
制
」
に
、
国
制

の
最
終
到
達
点
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
こ
と
な
く
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
自
由
に
至
る
世
界
史
を
回
顧
し

た
G
・
ヘ
ー
ゲ
ル
『
歴
史
哲
学
講
義
』
を
連
想
さ
せ
る
展
開
で
あ
り
、
ま
た
当
時
流
行
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
も

共
鳴
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
少
年
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
、「
シ
ュ
タ
ウ
フ
ェ
ン
家
」

（

一
八
七
六
年）

、「
ド
イ

ツ
史
の
経
過
一
般
⒡
⒢
特
に
皇
帝
と
教
皇
と
の
地
位
に
留
意
し
て
」

（

一
八
七
七
年）

と
、
繰
り
返
し
ロ
ー
マ
㉗
ド

イ
ツ
皇
帝
に
関
す
る
作
文
を
書
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
ド
イ
ツ
中
世
の
偉
大
な
君
主
へ
の
憧
憬
が
綴
ら
れ
て

い
る（

II1:601

㉕636）

。
一
八
七
九
年
七
月
に
は
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
父
マ
ッ
ク
ス
、
長
弟
ア
ル
フ
レ
ー
ト
、
次
弟

カ
ー
ル
と
独
仏
戦
争（

普
仏
戦
争）

の
古
戦
場
を
め
ぐ
り
、
軍
事
史
家
の
よ
う
に
詳
し
い
見
聞
録
を
従
兄
に
送
っ

た
。
そ
の
翌
年
夏
に
は
、
彼
は
グ
ラ
ー
ツ
伯
領
や
ケ
ー
ニ
ヒ
グ
レ
ー
ツ
な
ど
、
墺
普
対
決
の
舞
台
を
一
人
で
旅

行
し
た（

II1:173ff

●

,209

㉕231）

。
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2
　
自
由
主
義
政
治
家
の
家
庭
で
の
生
活

三
つ
巴
の
思
想

フ
ラ
ン
ス
革
命
を
契
機
に
、
欧
州
諸
国
で
は
保
守
主
義
、
自
由
主
義
、
平
等
主
義
の
争
い
が

始
ま
っ
た
。
前
近
代
の
人
間
は
、
身
分
、
職
業
、
性
別
、
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
権
利
・
義
務

が
異
な
る
こ
と
に
慣
れ
て
い
た
。
だ
が
近
代
に
な
る
と
、
そ
も
そ
も
人
間
と
は
一
般
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
由

で
平
等
だ
と
い
う
抽
象
的
人
間
観
が
勢
い
を
増
し
て
い
く
。「
そ
も
そ
も
人
間
と
は
一
般
に
」
と
い
う
発
想
自

体
を
疑
い
、
地
域
の
歴
史
の
な
か
で
育
ま
れ
た
秩
序
を
重
視
す
る
右
派（

保
守
派）

を
凌
駕
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
革

命
後
に
は
欧
州
各
国
で
、
近
代
政
治
理
念
を
唱
道
す
る
左
派（

進
歩
派）

が
増
大
し
て
い
っ
た
。
だ
が
左
派
は
増

大
す
る
に
つ
れ
て
内
部
分
裂
し
、「
自
由
」
に
重
き
を
置
く
自
由
主
義
陣
営
と
、「
平
等
」
に
重
き
を
置
く
平
等

主
義
陣
営
と
に
別
れ
て
い
っ
た
。
平
等
主
義
の
嚆
矢
は
宗
教
寛
容
論
お
よ
び
社
会
主
義
で
、
前
者
は
宗
教
戦
争

を
経
た
宗
派
共
存
の
必
要
性
か
ら
発
達
し
た
が
、
後
者
は
産
業
革
命
に
よ
る
社
会
経
済
的
不
平
等
の
経
験
か
ら

発
達
し
た
。
二
〇
世
紀
以
降
、
平
等
主
義
は
多
様
化
し
、
新
し
い
潮
流
と
し
て
性
的
平
等
主
義
、
人
種
的
平
等

主
義
、
反
西
洋
中
心
主
義
な
ど
が
台
頭
し
た
。

四
つ
の

部
分
社
会

一
九
世
紀
後
半
の
ド
イ
ツ
の
政
治
党
派
は
四
つ
の
陣
営
に
分
か
れ
て
い
た
。
保
守
陣
営（

ド
イ
ツ
保

守
党
、
自
由
保
守
党
な
ど）

、
自
由
主
義
陣
営（
国
民
自
由
党
、
進
歩
人
民
党
な
ど）

、
社
会
主
義
陣
営（

社
会

第 1章　主体的人間への成長
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民
主
党）

、
カ
ト
リ
ッ
ク
陣
営（

中
央
党）

で
あ
る
。
右
派
は
、
君
主
制
や
教
会
に
寄
り
添
い
つ
つ
も
、
明
確
な
社

会
的
目
標
を
掲
げ
ぬ
ま
ま
保
守
陣
営
に
集
ま
っ
た
。
保
守
陣
営
は
徐
々
に
縮
小
し
て
い
っ
た
が
、
当
時
は
財
産

に
応
じ
た
等
級
選
挙
が
行
わ
れ
、
都
市
よ
り
農
村
を
重
視
し
た
選
挙
区
割
に
な
っ
て
い
た
た
め
に
、
比
較
的
長

く
議
席
数
を
維
持
し
た
。
自
由
主
義
陣
営
は
、
国
家
権
力
に
よ
る
個
人
の
自
由
の
制
約
に
は
反
対
し
、
法
治
国

家
原
理
の
徹
底
や
法
の
下
の
平
等
を
求
め
た
が
、
教
養
や
財
産
に
よ
っ
て
生
じ
た
階
層
分
化
は
当
然
と
し
、
君

主
制
の
存
在
も
疑
わ
ず
、
民
主
主
義
に
は
場
当
た
り
的
な
対
応
を
し
た
。
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
自
由
主
義
陣

営
は
社
会
主
義
陣
営
に
左
派
の
主
導
権
を
奪
わ
れ
、
選
挙
で
後
退
し
て
い
く
。
社
会
的
不
平
等
の
廃
絶
を
目
標

と
す
る
社
会
主
義
陣
営
は
、
徹
底
し
た
平
等
化
の
た
め
に
は
体
制
転
覆
や
独
裁
も
必
要
だ
と
主
張
し
た
。
な
お

エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
を
除
外
し
た
ド
イ
ツ
帝
国
で
少
数
派
に
転
落
し
た
カ
ト
リ
ッ
ク
は
、
そ
の
多
く
が
思
想
・
階

級
の
違
い
を
越
え
て
一
陣
営
を
な
し
、
中
央
党
に
結
集
し
た
。
つ
ま
り
社
会
主
義
陣
営
、
自
由
主
義
陣
営
、
保

守
陣
営
に
三
分
岐
し
た
の
は
、
主
と
し
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
な
お
社
会
主
義
陣
営
、
自
由
主
義
陣

営
、
保
守
陣
営
は
、
労
働
者
層
、
市
民
層
、
貴
族
層
と
同
視
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、

社
会
主
義
に
共
感
す
る
貴
族
も
、
君
主
や
教
会
に
忠
実
な
労
働
者
も
い
た
。

　
ド
イ
ツ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム（

ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
自
負
し
、
ド
イ
ツ
的
と
思
わ
れ
る
も
の
を
維
持
・
拡
大
し
よ
う
と
す
る

思
考）

は
、
こ
の
四
つ
の
陣
営
の
全
て
に
跨
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
国
民
国
家
形
成
運
動
の
主
役
だ
っ
た
自
由
主

義
陣
営
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
熱
心
な
担
い
手
だ
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ギ
リ
ス
を
自
由
の
国
と
し
て
崇
敬
す
る
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こ
と
も
あ
り
、
ま
た
ギ
リ
シ
ア
や
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
東
欧
の
解
放
運
動
に
共
感
を
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
保
守

陣
営
は
、
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
は
ド
イ
ツ
国
民
国
家
形
成
に
消
極
的
で
あ
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
帝
国
成
立
後
は
現

実
に
順
応
し
、
自
由
保
守
党
、
ド
イ
ツ
保
守
党
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
く
。
カ
ト
リ
ッ
ク

陣
営
は
当
初
エ
ス
テ
ル
ラ
イ
ヒ
を
含
む
大
ド
イ
ツ
的
国
民
国
家
を
支
持
し
、
徐
々
に
小
ド
イ
ツ
的
な
ド
イ
ツ
帝

国
に
も
順
応
し
た
が
、
教
皇
を
中
心
と
す
る
普
遍
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
た
こ
と
か
ら
、「
黒
の
国
際
派
」

と
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た（

聖
職
者
の
黒Ⅻ
服
に
由
来
す
る）

。
社
会
主
義
陣
営
は
、
帝
国
主
義
戦
争
の
批
判

者
で
あ
り
、「
万
国
の
労
働
者
よ
、
団
結
せ
よ
！
」
と
の
主
張
も
あ
っ
て
、「
赤
の
国
際
派
」
だ
と
非
難
さ
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た（

革
命
家
の
赤Ⅻ
旗
に
由
来
す
る）

。
だ
が
そ
の
社
会
主
義
陣
営
も
、
各
領
邦
に
蟠
踞
す
る
保
守
陣
営

を
打
倒
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
政
治
の
統
一
化
を
求
め
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
な
ど
専
制
国
家
か
ら
自
衛
す
る
と
い

う
意
味
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
肯
定
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
「
金
の
国
際
派
」

（

守
銭Ⅻ
奴
の
意
味）

、

つ
ま
り
法
的
に
は
平
等
と
な
っ
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
系
住
民（

ユ
ダ
ヤ
教
徒
、
元
ユ
ダ
ヤ
教
徒
お
よ
び
そ
の
子
孫）

に
対
す
る

違
和
感
は
、
欧
州
社
会
の
各
所
に
伏
在
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
な
か
に
は
F
・
J
・
シ
ュ
タ
ー
ル
の
よ
う
な
保

守
主
義
思
想
家
も
、
F
・
ハ
ー
バ
ー
や
L
・
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
よ
う
な
燃
え
る
ド
イ
ツ
愛
国
者
も
、
A
・
ア
イ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
よ
う
な
平
和
運
動
家
も
、
K
・
ア
イ
ス
ナ
ー
の
よ
う
な
革
命
家
も
い
た
。

自
由
主
義

政
治
家
の
家
庭

M
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
国
民
自
由
党
政
治
家
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ェ
ー
バ

ー
の
第
一
子
と
し
て
育
っ
た
。
父
マ
ッ
ク
ス
は
都
市
行
政
を
専
門
と
す
る
地
道
な
人
物
だ
っ

第 1章　主体的人間への成長
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た
が
、
子
供
た
ち
に
政
治
と
い
う
も
の
に
触
れ
、
国
民
自
由
党
の
巨
頭
た

ち（

党
指
導
者
R
・
v
・
ベ
ニ
ク
セ
ン
、
プ
ロ
イ
セ
ン
財
務
大
臣
J
・
v
・
ミ
ー
ケ
ル
、

ベ
ル
リ
ン
市
長
A
・
ホ
ー
ブ
レ
ヒ
ト
、
プ
ロ
イ
セ
ン
文
書
館
長
H
・
v
・
ジ
ー
ベ
ル
、

ベ
ル
リ
ン
大
学
教
授（

近
代
史）

H
・
v
・
ト
ラ
イ
チ
ュ
ケ
、
同（

古
代
史）

T
・
モ
ム
ゼ

ン
な
ど）

と
交
流
す
る
機
会
を
用
意
し
た
と
、
の
ち
に
妻
と
な
っ
た
マ
リ
ア

ン
ネ
は
伝
え
て
い
る
。
当
時
の
政
治
的
・
学
問
的
エ
リ
ー
ト
と
の
密
接
な

交
流
に
よ
り
、
ヴ
ェ
ー
バ
ー
は
知
的
劣
等
感
の
な
い
生
来
の
エ
リ
ー
ト
と

し
て
育
っ
た
。
と
は
い
え
そ
の
交
流
の
範
囲
は
、
お
お
む
ね
自
由
主
義
陣

営
あ
る
い
は
市
民
層
と
い
う
一
つ
の
「
社
会
倫
理
的
環
境
ミ
リ
ュ
ー

」

（

M
・
R
・
レ
プ

シ
ウ
ス）

の
な
か
に
留
ま
っ
て
お
り
、
出
会
い
の
多
様
性
に
限
界
が
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
父
は
ま
た
息
子
た
ち
を
旅
行
に
連
れ
出
し
、
ド
イ
ツ

史
の
名
所
旧
跡
を
見
せ
た
。
さ
ら
に
母
方（

フ
ァ
レ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
家）

の
伯

父
た
ち
に
は
有
名
人
が
多
く
、
J
・
ヨ
リ
ー
は
バ
ー
デ
ン
大
公
国
首
相
で
あ
り
、
H
・
バ
ウ
ム
ガ
ル
テ
ン
は
シ

ュ
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
大
学
歴
史
学
教
授
で
あ
り
、
A
・
ハ
ウ
ス
ラ
ー
ト
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
神
学
教
授
で
あ

っ
て
、
い
ず
れ
も
小
ド
イ
ツ
的
統
一
や
反
カ
ト
リ
ッ
ク
闘
争
の
闘
士
だ
っ
た
。

図 2　ヴェーバー家（長男マックスは右端）
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